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本邦産蓄被科植物の菌核病

宇津拘

SCLEROTI NIA-DIS EASES 

OF ROSACEOUS PLANTS IN JAPAN. 

BY 

}UN HANZA WA. 

Assistant Professor of Botany in the Sapporo Agricultural College. 

，、

蓄積科組物の果賓の皮膚に友色の小癌を生じて、果賓を褐色に

腐敗せしむる病害は、欧米井ひに本邦の果樹園に、普〈見る所のも

のにして、英米に℃は Brown rot or Black rot of fruits, 濁逸にては

Schwarz危ule,Moniliafaule oder Polstelschimmel，悌蘭西 lこ℃は Rotbrun 

des fruits立 noyaux，本邦にてはもに bや病、黒腐病又は友星病とい

よ、c

乙の病害は夙 ft皐術界 l乙知られた bしを以℃、其碗究も多く、

従てまた記事に富めbo 其始めて菌皐的研究に着手せし者は、 PER-

SOON (1796）にして、褐襲せる果賓に、一種の死物寄生菌なる、 Torula

／均ctなenaの寄生する之とを報告せ b。後五年 lとして全氏は之の病

原菌を Monilia属re.移 L、M.fructigenaとなせれ而して V.T.HUMEN 

弁以に HALLIERがとの病害の経済的債値を唱道してよれ E.SMITH, 

CAVARA, BRIOSI, HUMPHREY, GALLOWAY, SCHROETER, WEHMER, 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.] 
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WORONIN, FRANK, KRUGER, ADERHOLD等の研究する所とな b

て、一般果樹の恐るべき病害として知らるるに到 b向。

又本邦に於ても果樹裁培業の霊安達と共に、もに bや病の蔓延を

来たし．農皐士千石興太郎氏は明治二十七年（1894）に北海道果樹協

曾雑誌に李、芋果のもに hや病を記載し、白井理皐士、出回井に山田

ニ農皐士氏等の植物病理皐書には友星病、又は黒腐病とし℃多少の

記載あれ予も亦明治三十四年（1900）に北海道農舎報にもに hや病

に閲する一般の記載を芯せ b0 

上越せる如くもに bや病は、夙に多くの菌皐者によ bτ、研究

せらる、にも拘はらず、菌の生活史を明かに知る乙とを得ぎ bしを

以て、其の真正まる舟類皐上の位置は、不明に属せ bo 然るに 1902

年に NORTONn は子嚢盤を接見したるによれ今迄紛令た bし所

設も明かとなれ SCHROETERが橡言の如く Selerotinia属中に入る

べきものとなれ百年来襲用せし .kl.fructなena なる菌名は、只に該

病害のー舟生胞子時代の名に過ぎぎるに到れ b0 

其綾 ADERHOLD井onこRUHLAND2）二氏は、詳細なる暁究を

なし‘今迄果樹のもに bヤ病として記載せられしものに、三種の異

なれる病原菌、即ち Sckrotiniaf rztctigenα，Scl. lax,i，井ぴに Sc!.cz"nerea 

の存在せる乙とを確めた b0 

元来果樹のもに bや病（蕃萩科植物の菌核病）たる．急激に果樹

を枯死せしむる等の乙となしと雄も、花、葉、枝井onこ果音等果樹の
諸部 lこ寄生霊堂病して少なからぎる損害を輿ムるものなるか上に、年

と共に盆今其の被害を増加する傾向あれば、予は詑に其の一般を紹

1) Norton: Sclerotinia fructigena.-Trans. of Acad. of Science of St. Louis. Vol. XII. 1902. p. 91-

97. Pl. 4・

2) Aderhold und Ruhland : Zur Kenntniss der Obstbaum-Sklerotinien.-Arb巴itenaus der Biolog. 

Abtheil. f. Land.-und :Forst-Wirthschaft 乱usKaiserlichcn Gesundheitsamtc. Bel. IV. 1905. S. 428-442. 

Taf. 1. 
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介して、世人の注意~ 催かし、以て該病背t防駆除の一助となさんと

す。

予は此緋究をなすに嘗 b恩師宮部博士は懇切なる指導を垂れ

られ、且つ先輩諸氏殊に平壌直治、山田玄太郎、西田藤次氏等は有盆

在る補助を輿へられたるととを誌に深〈謝すO

被害植物

蓄積科植物中菌核病 lこかミるものは Pomoz'demとPrzmoidea:との

こ亜科にしτ梨、卒果、槌梓等は前者に属し（）模、杏．李、桃井ぴ lこ梅

等は後者に属す。

病 徴

本病害は花、葉、枝2え呆賓の諸部 l乙寄生器病するものなれば、従

て其の病徴 lこも亦多少の差異あれ今各部に就℃之れを説明すれば

花の病徴一一一花＜ 苫れ病と稲し棲井ぴ、に苧樹の花期に際し

て費病し恰も霜害に週以たるが如く、花叢全部の枯死を来たし調

垂するものな ho 而しτその麓色は花の柱頭よ bするもあれば‘、

叉葉の中肋部にー小遜色部を生じ漸次憤大して葉柄 lこ入れ花叢

の基部 iζ 達しO 之れよ b逆上して、花梗に侵入し、遂に杢花叢を枯

死せしむo 而し℃被害部の全面にば双白井と入’に淡桂黄色の小癌

を生じ、多俸の細粉lを飛散せしめ、且つ果樹園内に悪臭を放散すO

果責の病徴一一一果賓の樹柏、 lこ附着せると、地上に落下せし綾

とを問はず、其一部に褐色の小瑳駄を生じ、漸次鐙色部~憤大し

て杢果面 iこ及び＼麓色部RIユ環状又は不規則に多数の；択色又は淡

黄色の小癌を族生し、之れに鯛手すれは粉痕の附着するを認む。

悪臭を附随し、被害の果肉内には黒色の菌核の形成すO

葉の病徴一一概及び苧樹の葉氏見る所 lこし℃、初めに褐色lの

小瑳の生じ、後其の輪廓を増大して葉心井び lこ葉柄に蔓｝延し、其

部 lζ 灰白色の小癌を生ずO

4 訟の病徴一一 FRANK 井ぴに KRUGER 雨氏が棲樹のもに fj~
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病 lζ 就℃なせる研究によれば、被害果賞及び花、葉を附着する枝

は、該病菌締の侵入する所となれ枝の被害部と健全部との堺界

はは、 rゴム j質物を卦泌するによれ之れを認識すべしといへ b0 

病原菌

菌綿（Mycelium）一一菌綜は被害部の組織内に見出 3れ、無

色厚膜にして其細胞内には多核．多丞胞を有し、原形質は細粒に

富み、多くの脂肪球を合有すO 幅は 7-12μ Iとして、稀に 3μ なるも

のあ b。多岐に牙かれ、外皮細胞に並行し、叉は種令の方向に迂

問し、或は重復し、或は互に癒着し℃ H字形をなし‘表皮の直下氏

集ま bて、小塊となれ盆 φ分岐し途ーに表皮を破 hτ 外方 lζ 出て、

果面に小癒を生じ、乙乙に胞子を形成す。

弥生胞手（Conidia）ー舟生胞子に大小の二種あ bて、大を

大形舟生胞子（Macroconidia）とい以、小を小形舟生胞子（Micro-

conidia）といよ、。共に車胞よ bなる。普通被害部に見出当るるも

のは、大形分生胞子にして、菌訴の先端に念球技に附着し、相互相

接する所に Papillae! あ 9"C、之の部よ b分離すO 胞子の形成法は

先端後生（Acrogene) ！こして最上部のもの最新なれ之れ芽生法

(Budding）によ bて形成せらるるがためな bo胞子は膜薄し内容

一様にして無色、多核．多~胞を有し、卵形或は楕固形にして、犬二5

種類によって同じからずo 小形舟生胞子は叉被害部井ぴに培養

中に見出 3れ大詰 2.-4.5μ （普‘通 3・μ）にしτ球形をなし、無色透明

な bo 先年弘前井び lζ 室龍支醸管内よ b来たれる苧果の花＜ 苫

れ病の被害部、井ぴに大形舟生胞子の培養中に小形分生胞子を見

出せれ該小形分生胞子は其後の撃を育不明なるものにして、既に

DE BARY は之れを疑はし 3精子（DoubtfulSperm a tia）と命名し、常

ほ附記して恐らくは子嚢菌科の生殖作用を有するものならんと

いへ hc 先年末だ子嚢盤の接見せられぎ bし時には此の小形分

生胞子の存在する事によ bτSclerotinia属に属すべきもの．となせ
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れ即ち WORONIN(1888）は SclerotiniaVacciniの研究の際 Monilia

に類したる大形分生胞子井びに小形分生胞子を接見し、該Monilia

は Sclerotiniaの不完杢時代のものにし℃小形舟生胞子は雨属の連

結者なるべしといひ。又 WINTERは MoniliaをSclerotiniaの Chlamy-

dos poreの時代と小形舟形胞子の時代のみを存し其の他は悉く泊、

減せるものな bといへ h。

菌棲（Sclerotium）一一被害部の組織内又は培養基上の菌綜

は早晩密に集合して、タト唐 lと黒色の色素を形成しτ菌核となるO

越年性を有し．形成後二年を経℃子嚢盤を費生すo Monilia .fruc唱

tz"g-ena菌の菌核を形成する乙とは嚢に知られたる事賞にして、

WEHMER は大形舟生胞子を培養せる際に液中に菌r椋の粗に組

合し --Cr.-2. mm大の菌核を形成せるを認め、叉 TUBEUFは苧果の

乃木伊肢呆賓の表皮下又は表皮上に菌核の存在を認め， WORO-

NIN も亦牢果内に二様の異なれる菌核を接見した b。然れ C:も

何れも其後の稜育を認むる乙と能はぎ IJ~。予も亦明治三十二

年（I 899）に札幌医内なる水原果樹園に℃採集せる梨果の表皮下

に、果心を園鰭して数多の黒色塊を接見せしを以て．之れを鏡下

lこ検せしに確かに一種の菌核な !Jきo 依 τzれを嘗時研究中な

bしSclcrot:niaLibertia仰の菌核と比較せし に菌緋の細少にして其

の組合法の組なるのタト喜も差あるを見事・ hき。之れを地中 l乙埋

め其後の経過を見しに終に子嚢盤の費生を認め得ぎ IJき。今日

に至って之れを思へば、其組合方の粗なるは菌核の未究成熟せ

きやるの故にして．子嚢盤を費生せしめぎ bしも亦Uべな bしな

IJ o ADERHOLD 井ぴに RUHLAND 雨氏によれば総℃の被害果

官は其年内に未熟の菌核を生じ、翌年に到つ℃徴密となれ第三

年比及び子嚢盤を費生すといよ、。此事賓は普通の菌核と其趣き

を異にするものにしτ、永吉間子嚢盤の知られぎ bしも亦此に基

くものな b0 
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子嚢盤（Ar:othecia）一一子・嚢盤は鐘股；；は漏斗肢にしてち土

色をなし、一柄の長ヨ約 .5-5.cm直径 I・5-3.mm盤の直径 3・－5.mm中

央に凹みあれ子嚢及び総股瞳を有すO

子嚢（Ascus）一一囲柱股又は視棒肢にし℃頂端厚〈無色透

明にして頂端に沃度に染色せぎる孔あ b。子嚢の太 3は陸類に

よって同じからずC 中に八個の胞子を識すC

子嚢胞子（Ascospore）一一卵形又は楕固形にして雨端尖れ

るあ b純固なるあれ透明にして大 3種々あ hー列又は二?iiJlこ排

列すO

繍献瞳（Paraphyses）一一一多胞の細綿にして幅 2・M Jとして長

さは略ぽ子嚢と同 l:c

生活史号

菌核病は其端緒を果樹の開花期に費し、被害部氏蓮鎖技大形分

生胞子を形成し、叉は小形分生胞子を形成すO 大形舟生胞子は秋期

果賞を襲ふて其の表面に灰白井onと淡樺黄色の小癌を生じ、盛氏胞
子を形成し℃病害を惇搬流行せしめ、果肉内の菌綜は密に集合しτ

菌核とな L 二年の後子嚢盤を費生して、子嚢胞子を放散し、病害を

新らたに起3しむo 万木伊肢に乾縮せる被害の果音は其優越年し

壬翌年適宜の潟視を得れば再 (.X小癌上 It.大形舟生胞子を形成すC

叉樹枝の組織内 lと潜在せる爵核も多年生活力を失はずして年々胞

子を形一成すO

胞子の侵λ方法

菌核病菌胞子の侵入方法に閲しては SMITH, GAしLOWAYタ

ADERHOLD氏等の詳細なる研究あ b℃充卦判明となれれ ADER-

HOLDは其の侵入個所を衰弱せる場所又は柱頭な hといびcFRANK 

とKRUGER雨氏は葉よ b侵入して後花叢を犯かすといふoWEHMER 

は侵入作用は果賓の熟、不熱、又は潟策の多少によ bて差あ hて、堅

皮のものはのは傷口よ h入れ軟皮のものは損気の存在によって直
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ちに皮膚を貫通し核果は気孔よ b入るといへ b。予が弘前地方に

て聞きたる所叉本年紋笹地方よ b主主 b来たれる苧果の花＜ 苫れ病

に就℃は肢は其の病徴の部にて記載せるが如〈、菌の侵入は柱頭又

は葉よ hし、果賓にては傷口又は虫の入 hし跡及び病果に附着する

健杢無傷部 ibすC

誘 因

果樹菌核病の誘因とな b得ぺ主事賓は次の場合主 hEすO

1.) 多爆欝蒸井 (Xに大風等の屡今在る場合c

z.) 土壌の低擦なる場合。

3・） 窒素質肥料を多施せる場合。

4・） 光線の透通井ぴに通風あしき場合。

龍防騒除法

低携の地は高燥の地に比して被害多〈、空気の流通よく日光の

透通善良なる果樹園には被害少なく o 硫酸銅井と入’に硫酸銭等には

該病菌胞子は死滅する等の事賓よ b環防駆除の法を案出すれば

譲防法

1.) 果樹圏内には適嘗の排水を行ムぺ L0 

2.) 趨嘗なる男枝法を年令行ムベ L0 

3・） 樹の周園に生石放を散布すべL0 

4・） 被害果樹井ぴに健杢なる果樹は共に秋期落葉前井ぴ’に翌春

開花前 lζ ポル fク合商）を濯注すぺ L0 

騒除法

5・） 被害の花叢、葉、枝井ぴ R果賓は悉く集めて焼き棄つべ L0 

病原菌の種類

ADERHOLD 井ぴに RUHLAND雨氏に従ひ蓄積科植物の菌核

病菌を記すれば下の如しO

I. 果面民生ずる小癌は淡黄色大形にして子嚢胞子は雨端尖

れるもの（苧果井以に梨果』t寄生す）。 Sci. fiγuctigena. 
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果面 lζ 生ずる小癌は友色小形 tとして子嚢胞子は雨端鈍国

在るものO II. 

IL 子嚢の長径 .120μ 以上、子嚢胞子の長径 IOμ 以上なるもの

（杏に寄生す）o Sc!. laxa. 

子嚢の長径 120μ 以下、子嚢胞子の長径 IOμ 以下なるもの

（棲．桃、等lこ寄生す）。 Scl. cineγεα． 

Sclerotinia fructigena (Pers.) Schroeter. (1893) 

lvlonilia (Sub. Sect. Torula）ノヤuctigena,Pers. ( I 801) 

SporotricんumfructなemmzLink. (1833) 

Oidi jシll

Torztl，α fructz~「ena Pers. ( 1796) 

Stromatinia fructigena Riもz.Bos. (1903) 

菌核は呆賓の内部 R果心を園緯して形成せらるるものなれ芝

も時に外部 lこも生する乙とあれ厚.芸 Imm、外部は黒〈内部は白し、

二年の後子嚢盤を形成す、盤の柄は卒滑にして長遣さーはcm幅 Imm、

盤は鐘吠漏斗形にしτ中央に僅かの窪みあ L 平滑にして直径 3・－
5.mm、友黒色O 子嚢は視棒肢固柱形にし℃頂端は鈍園、基部は僅か

に細〈なれれ先端の孔は沃度にて青染せず、長当 120-180人幅 9-12μ。

子嚢胞子は斜にー列又は二列に排列し．卵肢紡錘形をなし、雨端尖

れれ透明にし℃長当 I1-12.5μ，幅 5.6-6.8μ。綜扶躍は多胞よ bな b

長さ 175-18011、幅 2・5/lo

大形分生胞子 （l/1oniliafructigena Pers.）一一ーノj、癌は祷放をなし環賦

又は不規則に形成す、初めは白色紙毛の如く後大形分生胞子を生じ

淡楼黄色となる、大形分生胞子は連鎖、肢に長〈牙岐し、卵固又は楕

周航卵固肢をなす、長さ 18-23μ 幅 9-13μ0

小形分生胞子は携子瞳の先端 lこ連鎖肢に生じ、球形 lこし℃透明

直径 2-4・5μ〔普通知）。
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草樹及び梨の呆賓を腐敗せしりるとと普通なれども叉卒樹に

寄っτは花を有する枝を襲ひτ．其の葉及び花を腐敗せしむ、先年弘
前地方井0・l乙室蘭支癖管内 J:白の花＜ 苫れ病害標本には小形舟生

胞子をのみ存在し℃大形舟生施子を有せざbL之れ予が該標本氏

接せるは何れも八月干句にし℃羅病の時期よ b多〈の日教を経過

せし綾なれば‘低 lt大形舟生胞子の飛散し去 bたる後な bしならん、

然れども其組織内には確かにもに bや菌の菌締を合有せれ然る

に本年六月膿振園紋If村よ b来たれる花＜ ~れ病の標本には多数
一噌，－ー『ーーー－－－ーーー・ 惨 ξ仁

の大形芳生胞子を附着せれ又山田玄京郎氏の通信によれば盛岡地

方の卒樹に於℃も此菌の錦めに襲はれ其の被害部氏大形舟生胞子

を見出せ bと。

本病菌は欧米民在つ℃は梨．苧果の栽培地に普通に見出さるる

ものなれば、本邦に於℃も、之れが栽培地たる本邦北部の地方即ち

東北、井ぴに北海道には多少存在するーものなるべし予が今日まで該

蕗を賓見せるの地は盛岡、弘前．札幌．余市．紋竃等な bとすO

Sclerotinia laxa (Ehrenb.) Ader・h.et Ruhl. 

Monz万d!axa, Sacc. et Vogl. (1886) 

Oospora !axa, Wallr. (1833) 

Acrosporium !axum Pers. (1822) 

Oidium !a:rnm Ehrenb._ (1818) 

菌核は表皮下に生じ、外部黒色内部白色．厚さ Imm二年の綾

子嚢盤を形成す、盤の柄は長苫 1-2 cm幅 Imm、平滑な bo 盤は鐘

紋漏斗肢にして扇卒、暗褐色にして縁港僅かに淡色、宜径 3-6mm。

子嚢は困柱般にして頂端鈍周．先端には沃度に青染せぎる孔を有

す、長さ 121 ・5-149・9/1、幅 8.5-11.8p。子嚢胞子は入個 ~r. して常にー列記

排列す‘爾端鈍固にし℃長漬 I I・5-13・5μ，幅5i2-6.9p0締賦腫は子嚢と

同長 ItL℃幅 2・5/lo・
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大形舟生胞子 （Monz百alaxa Ehrenb.）一一菌綜は細〈して鱗毛の如

く、白色なれ小癌は環，吠に生じ、大形舟生胞子は連鎖就にな b℃虞

〈分岐し、卵国肢 νモシ形にして、透明又は灰色、長 j 12・4:-'23.8μ 幅

9・3:---15・5(1。
小形舟生胞子は捨子惜の頂端に連鎖、肢に生じ球統一透明、直径

2 4・5,11（普通 3列。

杏の果賓を腐敗せしむ。

Sclerotinia cinerea (Bon.) Schroeter. (1893) 

Sclerotinia j仰げなma,N ort. ( 1902) 

Jvlonz万G cinerea, Bon. (1851) 

Jv!om・b・aKusanoi, P. Henn., Engl. Botan. Jahrb. Bd. 32・

(1903) S. 45 

菌核は表皮下lこ生じ時代表皮上にも生ず、外部は黒〈、内部は

白し、厚志 Imm0子嚢盤は多数に形成せられ、盤の柄は長苫 3-5 cm、

幅 I・53 cm、基部は黒色にして、頂部は淡色な bo 盤は始め鐘肢をな

せども綾属平となる、直径 2-15mm（普通 5-8mm）暗色な b0 子嚢は

囲柱放にして、項端僅かに厚〈、先端には沃度に青染せぎる孔を有

す、長き 89・3-107.6,11、幅 5・9-6.旬、子嚢胞子は入佃にして、斜にー列｛ζ

排列し雨端鈍l圏、長 j 6.2---9・3μ，幅 3・1-4均lo

大形分生胞子 （Jvloniliacincf'ea Bon.）一一小癌は灰色にしτ菌綜も
亦反色、大形分生胞子は楕固肢レモン形 lとしτ長ヨ 9・3-14・5！ヘ幅6.2-

12.4μ （普通 9・3/1），淡灰色な b0 

小形卦生胞子は捨子簡の頂端 lζ 連鎖肢に生し、球服透明にし℃

直径 2-4・5,u.（普通 3,11:o

模、桃、せいやうすもも、栴等の果貫井ぴ lζ概葉に寄生し之れを

腐敗せしむ、札幌附；圧 に見出 3るるものは果賓の病害にして、葉の

病害は東京附近に見る、予は明治三寸三年西田農皐士が東京に於
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て採集せる、山棲の葉の Monilia病なるものを、氏の厚意によ bて鏡

検するを得、恐らくは棲賓を犯すものと同一物ならんと思考せb。然

るに P.HENNINGSは同年同所.＇こ於 τ、草野理皐士が採集せる山棲
の葉の Mo凶lia病菌 lζ 到し、之れを新種として、之れに Jl{onル・aKusmzoi 

在る名稿を附せれ乙れよく M cinereaと類似すると雄ども、只其大形

分生胞子の大きに於て稿小なるは、後者よ b医別すべ Sの勅な bと

せれ而して氏が記載せる M Kusanoiの大形舟生胞子の大 3は、 812 

×7-wp. にして、此れを Saccardo,Sylloge Fungorum IV. P. 34に記する

lit. cinereaの 15-17×IOー12p. に比すれば著しく小なるが如しと離も、

之れを ADERHOLD井ぴに RUHLAND雨氏が記載せるものに比すれ

ば、殆んど大差な 3が如し、即ち雨氏は普通の大忌，ζ於 τ9・3-14・5×

6.2ー12・4/1 となせ bと雄も、雨氏が観察せしある場合に於ては、 9・3P

以下の小なるものあれ次に之れを記載すれば、

I. 襖花 9・3-4・5×6.2-12.4,u

2. 新撰なる概賓 6.2 22・4×3・4-15・W

3. 乾燥せる棲賓 9・2ー18-4×8.15-11.5μ

4・苧花（第一よ b接種） 9・3-15・5×6.2ーll・9P.

5・苧果（第一よ b接種） 12・4-14・5×6.2-9・3/1

6. 棲賓（第三よ h接種） 2・9-18.6x2.515・5P

7・棲賓（第一：よ b接種） 4.6-16.1×3・1-15・5/1

8. 麺親（第ーの純粋培養） 14・5-18.8×12・5/1

9・麺麹f第六の純粋培養） 5・1-18.6×3・1-15・5P

元来胞子の大 3は寄生する部牙の組織の如何、井ぴ lζ養分の量

等によっ τ異なる事は既に WORONINがなせる試験によっ τも明

かなる事にして、氏は M.cinerea の培養試験に於 τ24・2×13・2pの大

形なる胞子を官見せれ予も亦 M.f ructigenaの場合に於τ其の果賓

に寄生するものと其の葉に寄生するものとの聞に於τ著し 3大き

の差異を見たれ即ち果官に於けるものは 18-21均lの長径を有する
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lこ葉に於けるものは 8-r2.6pに過ぎぎ b主、之れ膏に一回の賓験 l乙

止まるを以τ鼓 tζ 断言する乙と能はずと雄も、概し℃葉氏形成せら

る＼ものは其果賓のものに比し小形なるを常とせるもの，lとあらぎ

るなきゃ。

RESU:¥IE. ． 
The sclerotiuia disease is one of the weil known and widely distributed 

diseases in orchards. In Europe and America, it attacks several kinds of fruit-

trees, such as apple, pear, peach, plum, apricot and cherry. Sele，’otinia 
.fructigcna (Pers.) Sehr批， on apple and pear trees, Sci. laxa (Ehrenb,) Aderh. 

et R油1.on plum and apricot trees, and Sci. cincrea (Bon,) Sehr批. on cherry 

trees are all found in Hokkaidδand in some other places in Japan. Fruits 

are the portionεenerally attacked by these fungi. The cases, where the 

flowering branches are affected, are only known to us in apple and cherry 

trees. The former is more prevalent in northern Japan, often doing great 

damage. According to my own observations, the young leaves on a flowering 

branch seem to be the portion commonly attacked at first. The discolored 

portion generallyア appears along the midrib. The mycelium of the fungus 

extending along the vascular bundle reaches the branch, where at length 

growing into the cavities of vessels, it hinders the ascent of sap, causing the 

withering of flowers and leaves. On the discolored spots on the leaves and 

branches, microconidia or macroconidia may be produced according to circum-

stances. I found microconidia in several previous occasions, but macroconidia 

for the first time this year. 

In 1900, I found large irregular shaped black sclerotia in a fallen decaying 

pear. Their texture u’as looser than that of Sclerotinz・0 Liberti切za. Although 

I kept them buried in the ground during a winter, no apothecia developed on 

them. The matter was made clear by the late discovery by NORTON, and by 

the confirmatory results obtained by ADERHOLD and RUHLAND of the facts, 

that the sclerotia reach their maturity after two years’hibernation, and that 

the apothecia arc only formed on them in the third year’s spring. 

In 1903, P. HENNIKGS published the description of a new species of 

ll1'onilia on the leaves of the Japanese cherry, Prunus Puudocerasus, collected 

in Tokyo. under the name of 111onilz・0 Kusanoi. He notes, that the species is 
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nearly related to JWonilia cz"nerea, from which it differs in the smaller size ot 

its conidia. But when we compare the measurements of the spores given by 

P. HENNl::'.IIGS to those of Sclerotinia cinerea given by ADERHOLD and 

RUHLAND, we find almost no di佐r母ncebetween them, and we are inclined to 

believe, that Monilia Kusaitoz is nothing more than a synonym of the wide 

spread Sclerotinia cinerea, which is common on the cultivated cherry in 

Hokkaidδ． 

Nov. 1905・
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